
第２号様式（第５条関係） 

ＳＤＧｓ宣言書 

 

                 事業者名 HAIR SASAKI 

代表者名 佐々木康雄 

 

 私たちは、下記のとおり持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向け、とだ SDGs パ

ートナーとなり、戸田市とともに取り組んでいくことを宣言します。 
＜宣言日︓   2024 年 11 月 13 日＞ 

１ 今後取り組む又は取り組んでいるＳＤＧｓ目標（ゴール）   （○を記入。）複

数選択可 
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〇 
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２ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に貢献するための活動内容 
 

 
ジョギングを勧める 
 
理容室を利用する人は髪型にこだわるが、髪型が整うためには髪質の向上が大切であ
り、実は体全体が健康である必要がある。そのため自らジョギングを実践し健康づくりに努



め、またお客様にも勧め５～６人以上が行動に移している。 
 
８４歳現役の父の存在 
事業承継後経営を退いた父の生きがいややりがいを考え、接客時間を午前中に集約し
生涯現役の場を提供しているなど、６年前に母が他界した後も一人で暮らしながら生き
がいをもって生活できる環境を整えている。 
 
 

 
女性も来店できるお店 
 
女性・男性分け隔てないお店づくり 
理容室は、通常男性向けに頭髪の刈り込みや顔剃りなどによって容姿を整えるサービスを
提供しており、女性向けに対応することが難しい。 
しかし、うぶ毛処理は美容室ではできないため、剃刀による処理をしてほしいという女性の
ニーズがある。 
そこで女性専用のスペースを作り、カーテンで仕切り女性理容師が対応することにより、女
性が利用しやすい環境を実現した。 
 
 

 
環境に配慮したオリジナルシャンプーの開発 
 
日々洗髪により下水にシャンプーを流しているが、通常のシャンプーは石油系の洗浄成分
を含んでおり自然に分解されないため、環境汚染の要因にもなっている。 
そこで当社は自然界でも分解されやすい天然由来のアミノ酸系の洗浄成分を含むオリジ
ナルのシャンプーを開発し、店内で使用し販売も行っている。 
 
 



 
８４歳現役の父の存在 
 
事業承継後経営を退いた父の生きがいややりがいを考え、接客時間を午前中に集約し
生涯現役の場を提供しているなど、６年前に母が他界した後も一人で暮らしながら生き
がいをもって生活できる環境を整えている。最近ユニフォームも新調したので、生涯現役を
支援していく。 
 
営業時間短縮 
店舗では年間休日１２０日を目標に、週休２日または３日で定休日を設けている。一
般的な小規模企業は一年中働きづめの環境に陥りやすいが、限られた時間で一定の収
益を確保できる成長戦略を常に考え、ワーク・ライフ・バランスについて検討している。 
 
女性が働き甲斐のある職場 
妻が女性客を担当し、別ブランド（ビューティーシェービング ALICE）として女性理容師な
らではのサービスを提供し、好評を得ている。 
 

 
理容室の価値観を変える 
 
理容室は地域産業であり、かつて床屋と言われていた。美容室にお客様が流れ利用者
が減少傾向となった今、床屋としての新たな価値観を生み出し、強みを生かした新たなサ
ービスを開発し提供している。 
 
具体的には、 
①リンパトリートメント 
②ヒト幹細胞化粧品を活用した若返りエステ 

③肌診断機導入による肌分析 



 
により時代のニーズに応じたサービスを開発している。 

※ １で「○」を入れたＳＤＧｓ目標(ゴール)の達成にどのように貢献するかなど取組内容

を記載してください。 


